
2025 1 月  EVENTS
ご予約・お問合わせ｜ kspoint1998@yahoo.co.jp

NPO K's Point  

2024.12.17

▶ 各イベントの話し手・講師はすべて K's Point の森本武がつとめます。
▶ お席の空き（満席）状況はウェブサイトよりご確認いただけます。www.kspoint.com

1/11 ( 土 ) 午前 10:00- 午後 1:00
VIVIDEEP maison 質感研究室 Workshop

 『“危険な” 聖者OSHOに学ぶ JOY』
21 年間、何千時間にも及ぶ即興的な講話は、すべて録音 ( かなり録画も ) され、世界中に多くの信奉者
を持った。また、Osho が肉体を離れた現在もその思想は、「絶対的な静寂」を示す知性として信奉する
支持者は少なくない。彼の代表的言説を、共に静かに深く鑑賞し合う場をもちたい。

「Osho は光明を得た師であり、人類が意識進化の困難な時期を克服できるように、あらゆる可能性に働
きかけている。」ダライ・ラマ

会場／ VIVIDEEP maison ｜大阪市中央区大手通 1-1-10  オーボンイベール 201
参加費／ 3,500 円   主催／ VIVIDEEP maison  質感研究室
※この企画の内容、料金等は一部変更になる場合があります。詳細が決まり次第 K's Point のウェブサイトに掲載い
たします

1/12 ( 日 ) 午後 1:30-4:00
真実相の暮らし project <Live with Spirit>

第 1 回 『神とすごす 4 分間』
現象世界における４分間は、うかつに過ぎ去る「隙間」時間とみなされがち。小さな用件なら、ひとつく
らい片付くかもしれない。実相世界においては、時間の長さは、絶対的今という一瞬に包含されている
ので、4 分も永遠も違いがない。24 時間を単位とした現象界の一日の中に、４分間を見いだすことは
さほど困難ではないとおもう。この４分間を、自己の存在の源と交流する時間とすれば、魂をつつむ肉
体と意識は、大いに歓喜し、深い解放と安心につつまれるだろう。

会場／ K's Point 研求センター（定員 7 名程度）　参加費／ 2,500 円（会員 2,000 円・会員減額制度 1,250
円・会員限定 10 回分チケット 1 枚）　主催／ K's Point

1/1 ( 水・祝 ) ・ 1/2 ( 木 )  ・ 1/3 ( 金 )   午後 1:00-4:00

K's Point 森本武との一対一の対話企画、会員であればどなたでも歓迎です。
テーマをお持ちの方も、そうでない方も、是非お気軽にお越し下さい。

▶ 場所：K's Point 研求センター（定員各日 1 名）　▶ 料金：無料
▶ 担当者：森本 武

会員限定企画

『対話の JOY』

◉ 全日程満席となっています：現在会員ご登録いただいている方への先行案内により、
ご予約は埋っています。ご了承ください。



1/13 ( 月・祝 ) 午後 1:00-4:00
Workshop

『BEST 14 FOODS』【B】
食物は、生体が必要とする必須のエネルギー源である空気、水に比べると最高位とは言い難いが、現実に
大部分の人の認識において最重要のエネルギー要素である。食物は皮肉にも、体内汚染の主役でもある。
最良の食物は、クリーンなエネルギーであり、心身をしっかり支えるものでなければならない。K's Point
は、ホリスティックな観点と、扱い、入手の容易さという実用性を考慮してベスト 14 品目を選定した。

会場／ K's Point 研求センター（定員 7 名程度）　参加費／ 4,000 円（会員 3,500 円・会員減額制度 2,000
円・会員限定 10 回分チケット 2 枚）　主催／ K's Point

1/14 ( 火 ) 午後 1:00-3:30  ◉満席となっています

EDANE Anarchy Labo 
生体エネルギー健全化のための４つのアナーキーな生存基本技（全 4 回）

『第 4 回：自己の根源との交流〈真我との交流、祈り〉』
真我の存在確認（目撃者あるいはアートマンの自覚）、および真我に発する祈りの作法を学ぶ。

会場／ EDANE：大阪市住之江区浜口西 1-2-8 住吉グリーンハイツ B-210
参加費／ 3,000 円（Sewing Table Coffee のコーヒー付）　主催／ EDANE

1/19 ( 日 ) 午後 2:00-4:30

BASIC ENGLISH 入門 Class ① 全 14 回

英語の歴史と言語的特異性・名付けから言語は産まれた（BASIC ENGLISH (BE) の名詞について）・BE 
WORD 解説

K's Point 研求センター／全 14 回で 35,000 円（会員 30,000 円・65 歳以上無料）／主催 K's Point

1/25 ( 土 ) 午前 10:00-12:30

Workshop；アナーキー・タケの芸術論

『谷川俊太郎の詩作』
谷川の詩集『定義』をこよなく愛するアナーキー ・ タケ（森本）は、平明であっても、描写力の精度に妥協
のない文字選びに、この詩人の確固たる創造の足場を見出すのである。参加者とともに、いくつかの谷
川の作品を朗読しながら穏やかな至福を楽しみたい。

会場／ K's Point 研求センター（定員 7 名程度）　参加費／ 2,500 円（会員 2,000 円・会員減額制度 1,250
円・会員限定 10 回分チケット 1 枚）　主催／ K's Point

1/25 ( 土 ) 午後 2:00-4:30

Workshop

『「からっぽ」なアタマのつくり方』
仕事ネタ、健康・金銭不安、人間関係、将来不安などなど、アタマがハチキレそうになっているひとの頭
皮は実際カチカチになっている。まずは、脳内のゴミ知識の片付けからはじめよう。さらに情報の入力
を選別・抑制し、出力にゆとりを取り戻そう。

会場／ K's Point 研求センター（定員 7 名程度）　参加費／ 2,500 円（会員 2,000 円・会員減額制度 1,250
円・会員限定 10 回分チケット 1 枚）　主催／ K's Point



1/26 ( 日 ) 午前 10:00-12:30
クリシュナムルティの原文を読む講座 2025 /1 月

『MEDITATION IS THE MOVEMENT OF LOVE』
神秘的な意味合いや方法を強調する瞑想法を嫌うクリシュナムルティは、瞑想を特別なものとせず日常
の中の営みに位置づける。それは愛そのものであると語る。まず、始めること。そして自然と導かれるに
任せること。

会場／ K's Point 研求センター（定員 7 名程度）　参加費／ 2,500 円（会員 2,000 円・会員減額制度 1,250
円・会員限定 10 回分チケット 1 枚）　主催／ K's Point

・テキストは準備ができ次第 K's Point のウェブサイトに掲載します。ご希望の方は事前にテキストに目を通し、
ある程度の内容理解をお願いいたします。当日は解説がありますので、不明な箇所があっても問題ありません。

1/26 ( 日 ) 午後 2:00-4:30
BASIC ENGLISH 応用 Class 2025 /1 月

『英語で日本語を考える』
片岡義男の同名の著作（ちくま文庫、2024）を参照しながら、われわれ日本語ネイティヴが使いがちな、気
分的で空気感の表出といった表現は、英語ではどうなるのか、を考える。

会場／ K's Point 研求センター（定員 7 名程度）　参加費／ 2,500 円（会員 2,000 円・会員減額制度 1,250
円・会員限定 10 回分チケット 1 枚）　主催／ K's Point

会員割引（当日入会・適用可）

＊ 会員価格：一般価格より割引があります。

＊ 会員減額制度：一般価格の半額になります。参加費のお支払いが難しい方のための制度です。

＊ 会員限定 10 回チケット：15,000 円（1 回あたり 1,500 円）

キャンセル料について（K's Point 主催のイベントのみ）

開催日の 2 日前（午前 11 時）以降……参加費の 70%  

ただし、天災等による、道路・鉄道の通行止めや運休、体調不良が理由の場合などは、キャンセル料は発生しません。

1/18 ( 土 )   ❶ 午前 10:00- 午後 1:00  or  ❷ 午後 1:00-4:00
◉上記以外の日程でも、担当者との都合があえばご予約を受付けています。

相談者自身が、独自で唯一の人生の価値に目覚められるように手助けをするプログラムで
す。対話の相手は、相談者を批判したり評価したり、誘導したり、反省材料を掘り起こす
こともしません。あくまでも率直な対話をとおして、相談者が自然と自己の真相に目を開
いていくように支援します。
※ 医療行為、医薬品の販売・選定等は一切行いません。

▶ 場所：K's Point 研求センター（定員各日 1 名）　▶ 料金：5,000 円（会員 3,000 円）
▶ ご予約：前日の午前 11 時までに、日にちと時間帯を選んでお申し込みください。
▶ 担当者：森本 武｜ NPO K's Point 代表、嵯峨美術大学・嵯峨美術短期大学前学長

幼少期の死線をさまよう闘病生活をとおして人間存在の不思議に目覚め、その後も常に生命の真実
相への関心をもって哲学、宗教、インド思想、生命科学などを独学。Krishnamurti Centre（英国）
に研究滞在を機に、クリシュナムルティと本気で向き合う覚悟を固める。講演、対話、著作などを
通して「不安」の根源的理解を探求している。

今月の生き方修理相談



発行 NPO K's Point ｜〒 617-0006 京都府向日市上植野町北小路 42-6 ｜ 070-4153-6117
www.kspoint.com ｜ kspoint1998@yahoo.co.jp

instagram  www.instagram.com/npokspoint    facebook  www.facebook.com/npokspoint
online book shop  https://kspoint.thebase.in

K 's Words 

J. クリシュナムルティ  J, Krishnamurt ｜ 1895–1986

インドに生まれ、幼い頃イギリスに渡り特殊な宗教的教育をうける。思想家、哲学者、教育者などの肩書きを
付されるが、本人は「自分は何者でもない」と拒み続けた。既成のいかなる信条や思想、方法をも疑い、既知
のものからの離脱こそが人間を自由にする、と主張。「人類の解放」という途方もない課題を背負いながら、
90 歳で亡くなる直前まで、世界で講話の旅をつづけた。

Minimal Design through English  LIFESTYLE-4

ENOUGH IS ENOUGH

Lao Tzu

Fame or life: which is more desired?

Life or goods: which is greater?

Gain or loss: which is more harmful?

Those who are attached will suffer;

Those who hoard will suffer losses;

Those who know when they have enough

will not be disgraced;

Those who know how to stop will not be

harmed;

They will go on forever.

Resurgence No 232 September/October 2005

●hoard= make a store
●disgrace=cause of shame, downfall

K のいう種 (seed) は、存在の根源というほどの意味である。植物の枝や幹が傷つけられ、切除され
ても、根がしっかり、健全に働いているのであれば、生命そのものに支障はない。
種は、生命の全ての情報が詰った完全な源泉である。小さな芥子（からし）の種が、成長すると見上
げるほどの巨木になる。
さて、ひとにおける種をどう考えるべきか。それさえしっかりしておれば、すべて良し、といえるも
のとは？
地上の人間、組織、民族などのあさましい葛藤の光景は、「赦せない」ひとが圧倒的に多数となって、
争い、奪い合い、敵意を増大させている姿である。
違いが許容できない、その意識は、人類の教育に依拠するのではないか、とおもう。勝者、成功者を
つくる教育は、いたるところで闘いを助長している。助け合う、赦し合う教育など、地上を闘争の場
としか見ない多数派には、軟弱なアイデアと一笑にふされるにちがいない。

「いい種」は、寛大で安定した意識をもつ生命体であり、その種を育てる土壌は教育にある、と信じる。

NPO K's Point は、

J.クリシュナムルティの思想研
究をベースに、思考に依存し
ない生き方の可能性をさぐり、
対話や講演をとおして人間の
いだく不安の軽減、解消をめ
ざす場です。

● おもな会場

K's Point 研求センター
〒617-0004  京都府向

ムコウシカイデチョウハライジョ

日市鶏冠井町秡所 25-1 コーポシオン 209 号
▶ 阪急京都線 [ 西向日 ] 東口より徒歩 4 分

● 各イベントの話し手・生き方修理相談担当

森本 武
NPO K's Point 代表、嵯峨美術大学・嵯峨美術短期大学元学長

「頭脳の限界」と「個の解放」という課題を探求している。著書に、『苦
労の節約』、『思考は生（いのち）を知らない』、『日常を深く生きる』など。
また、アナーキー・タケの名で詩作をおこなっている。

種がしっかりしていれば、実際のところ何も
する必要はないのです。

J. クリシュナムルティ

If the seed is strong you really have nothing to do with it. 
J. Krishnamurti

 Mary Lutyens, The life and Death of Krishnamurti, Rider, 1991


